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『ヨシ』 

リン・コックス／文
ぶん

 リチャード・ジョーンズ／絵
え

  

あすなろ書房
しょぼう

 E ｱ 

 

 あみにひっかかっていたウミガメは、日本

のりょうしに助けられ「ヨシ」と名付けられ

た。けがをしていたヨシは水族館にあずけら

れて、２０年もの月日を過

ごした。そしてついに海へ

かえってきたヨシは、誰
だれ

も

予想しなかった旅に出る。 

 

 

 

 

 

『わたしは地下鉄
ち か て つ

です』 

キム ヒョウン／文
ぶん

・絵
え

  

岩崎
いわさき

書店
しょてん

 E ｲ 

 

 「わたし」は毎日たくさんの人を乗せて走

る地下鉄。目には見えないけれど、乗ってい

る人たちには、それぞれ物語があります。み

んなのことを「わたし」はい

つも見つめています。そして

「わたしたちはきょうも走

ります。」 

 

 

 

 

 

『しりとりボクシング』 

新井
あ ら い

 けいこ／作
さく

  

小峰
こ み ね

書店
しょてん

 913.6 ｱ 

 

 小学４年生の恭平と健太は友だちだが、何

かあるといつも、恭平が健太

を助けてあげていた。今度の

学校行事でしりとり大会が行

われることになり、二人は辞

書を使って、しりとりの特訓

を始めることにする。 

 

 

 

『ぼくんちのねこのはなし』 

いとう みく／作
さく

   

くもん出版
しゅっぱん

 913.6 ｲ 

 

 ぼくの家で飼っているねこの「ことら」は、

さいきん元気がない。動物病

院で調べたら、病気なんだっ

て。動物の病気って、どうやっ

て治すのだろう。ことらはど

んな気持ちなのかな？命と向

き合う家族のお話。 

 

 

『ひとりかもしれない』 

岩瀬
い わ せ

 成子
じょうこ

／作
さく

  

フレーベル館
かん

 913.6 ｲ 

 

 小４の女の子貝は、お母さんと新しいお父

さんとの生活をスタートさせ

るが、本当のパパがわすれら

れない。学校では友達と同じ

人が好きとわかって、もやも

やしてしまう。すなおになる

にはどうすればいいのかな。 

 

 

『ぼくたちのだんご山
やま

会議
か い ぎ

』 

おおぎやなぎ ちか／作
さく

  

汐
ちょう

文社
ぶんしゃ

 913.6 ｵ 

 

 みんなから親しまれている町のはずれの

だんご山。ある日、だんご山に

テーマパークができるという

話を聞き、みんな大よろこび。

でも、 樹
いつき

のおじいちゃんは

「ありのままの自然を守らな

ければいけない」と大反対！ 

 

 

『やっぱり犬
いぬ

がほしい』 

スギヤマ カナヨ／作
さく

  

アリス館
かん

 913.6 ｽ 

 

 犬が大すきなぼくは、どうしても犬がほし

い。犬をむかえるために、いろ

んなじゅんびをしてお父さん

とお母さんを説得することに

した。前からも後ろからも読

める、犬との出会いと別れと

命のお話。 

 

 

 

 

 

 

『妖怪
ようかい

一家
い っ か

 九十九
つ く も

さん』 

富安
とみやす

 陽子
よ う こ

／作
さく

  

理論社
り ろ んし ゃ

 913.6 ﾄ 

 

 化
あだ

野
しの

団地の地下十二階には、妖怪家族の九

十九家の七人が住んでいます。

団地には、昔、大勢の妖怪が住

んでいました。開発によって、

住むところを追われた彼らは、

どのようにして人間と仲良く

暮らしているのかな。 

 

 

 

 

 

『かみさまのベビーシッター［１］』 

廣島
ひろしま

 玲子
れ い こ

／作
さく

  

理論社
り ろ んし ゃ

 913.6 ﾋ 

 

 福引でかみさまのたまごを当てた幸介。し

ばらくすると、たまごからち

いさな神様ボンテンが生まれ

た。幸介とお母さんは、たくさ

んボンテンのお世話をした。

ボンテンはふたりのお願いご

とをかなえてくれるかな？ 

 

 

 

 

『いつか、太陽
たいよう

の船
ふね

』 

村中
むらなか

 李
り

衣
え

／作
さく

  

新日本
し ん にほ ん

出版社
しゅっぱんしゃ

 913.6 ﾑ 

 

 震災
しんさい

で海
かい

翔
と

の家族は北海道の根室
ね む ろ

に移り

住んだ。サンマ漁を行う船を

父ちゃんが造るためだ。 

自然の怖さを経験した海翔

が根室の海と町のみんなの温

かさにふれながら、次第に心

を再生してゆく家族の物語。 

『お元気
げ ん き

部屋
べ や

へようこそ』 

安田
や す だ

 夏
か

菜
な

／作
さく

  

小学館
しょうがくかん

 913.6 ﾔ 

 

 お咲
さき

が通う寺子屋には、具合が悪い人が休

む「お元気部屋」がある。最近、

うそをついて休む人がふえて

いて、がんばり屋のお咲はゆ

るせません。そこで、本当の病

かどうか見はる「お元気見張
み は

り隊」を作ることにした。 

『病院
びょういん

図書館
と し ょ か ん

の青
あお

と空
そら

』 

令
れい

丈
じょう

 ヒロ子
こ

／著
ちょ

  

講談社
こうだんしゃ

 913.6 ﾚ 

 

 転校したばかりなのに入院している小学

生の空花
そ ら は

は、あおぞら図書館

でお気に入りの本のさし絵の

中に引っぱりこまれ、アオと

いう少女に出会います。ふた

りの少女がそれぞれの居場所

をさがす物語。 

 

 

『魔女
ま じ ょ

がやってきた！』 

マーガレット・マーヒー／作
さく

  

徳間
と く ま

書店
しょてん

 933.7 ﾏ 

 

 食いしんぼうにイジワル、うっかりもの。 

ここにはいろんな魔女が登場

する五つのお話が入っていま

す。トビーとクレアの家にも、

ある日魔女のおばさんがとま

りにやってきます。二人はな

かよくなれるかな？ 

 

 

 

 

『ふたりのソフィー』 

ロイス・ローリー／著
ちょ

  

秀和
しゅうわ

システム 933.7 ﾛ 

 

 ふたりのソフィーは、１１歳と８８歳。年

がはなれた親友です。ある日、

そんなふたりの仲を引きさこ

うとするたくらみが発覚しま

した。年下のソフィーは大好

きな親友のために「記おく救

出大作戦」を開始します。 

 

 

『わたしの町
まち

ナガサキ』 

キアラ・バッゾーリ／作
さく

  

工学
こうがく

図書
と し ょ

 973 ﾊﾞ 

 

 1945 年 8 月 9 日、原爆
げんばく

が落とされた長崎

で奇跡的
き せ きて き

に生き残った柿の木

は今、世界中に平和の大切さ

を伝えています。そのイベン

トに参加したイタリア人作家

が書いた、柿の木目線で語ら

れる、長崎の家族の物語です。 

 

 

 

『世界
せ か い

のクワガタムシ』 

今森
いまもり

 光彦
みつひこ

／著
ちょ

  

アリス館
かん

 486.6 

 

 こどものころから昆虫や自然が大好きな

写真家の今森さんの思いが実現した、いろん

な角度からながめられるク

ワガタムシの図鑑。ほぼ実物

大のクワガタムシの美しさ

やかっこよさをじっくり観

察してみよう。 

 

『イチからつくる蚊
か

とり線香
せんこう

』 

湯澤
ゆ ざ わ

 規子
の り こ

／編
へん

、飯尾
い い お

 裕光
ひろみつ

／編
へん

  

農山
のうさん

漁村
ぎょそん

文化
ぶ ん か

協会
きょうかい

 619.92 

 

 夏に耳元から聞こえるプーンという蚊の

飛ぶいやな音。そんな時に使

う蚊とり線香が植物から出来

ているって知っていますか？

蚊とり線香のれきしや作り

方、植物の持ついろいろな効

果がくわしく学べます。 

 

 

『釣
つ

って食
た

べて調
しら

べる深海魚
しんかいぎょ

』 

平坂
ひらさか

 寛
ひろし

／文
ぶん

  

福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 664.6 

 

 深海魚を釣ってさばいて食べてみると、く

らしぶりや進化のれきしが分

かってくる。深海魚っておい

しいの？ノドやおなかが黒い

魚が多いのはどうして？なぞ

の多い深海魚の世界をのぞい

てみよう。 

  

小学校中学年向け 


